
▼未来都市モデルの構築
○西条農業革新都市推進事業
　　　　　　　　　　　　 1,000万円

▼産学官連携の促進
○フィールド大学事業 　 　 315万円
▼都市基盤の整備
○船屋王至森寺線道路改良事業
　　　　　　　　　　 ３億5,808万円
▼新エネルギーの活用促進
○住宅用太陽光発電システム導入促進
　事業　　　　　　　　　 6,367万円

▼医療体制の充実
○休日夜間急患センター整備・管理運
　営事業　　　　　　 １億4,315万円

▼救急体制の充実
○東消防署橘出張所整備事業
　　　　　　　　　　　　 8,491万円
▼保健・医療の充実
○ワクチン接種事業
　 　 　 　 　 　 　 　　9,337万円
○妊婦健康診査事業
　　　　　　　　　　　　 7,864万円

病院事業会計 ５億９,３４７万円
水道事業会計
企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

１７億６２０万円

壬生川財産区 ３２４万円
庄内財産区 ２９６万円
畑地かん水事業 ２,７３０万円

４３７万円
本谷温泉事業 ２,９４６万円
小松地域交流事業 ２億２,７４９万円
土地開発事業 ２６７万円

１億６,３７１万円
港湾上屋事業 ５５７万円

公共下水道事業 ３３億７,２５２万円
小規模下水道事業 ７,２２５万円

簡易水道事業 １億５,０３６万円
介護保険 ９２億４,１６４万円
国民健康保険 １３１億９５５万円

後期高齢者医療保険 １３億４,８４４万円

一般会計　　３７９億５,０００万円　前年度比 0.6％減

予算総額　　６８０億１,１２０万円　前年度比 0.7％増

特別会計　　２７７億６,１５３万円　前年度比 1.8％増

企業会計　　　２２億９,９６７万円　前年度比11.0％増

特別会計の
内訳

企業会計の
内訳

土木費　8.3％　　　　　
３１億４,３６１万円

衛生費 　8.0％　　　　　
     ３０億５,０６２万円

教育費　8.7％　　　　　
３２億７,９９７万円

総務費　11.9％　　　　　
４５億３３２万円

市税　40.5％　　　　　　
１５３億５,５０４万円

民生費　38.3％　　　　　
１４５億４,３３９万円

公債費　12.7％　　　　　
４８億２,５３４万円

地方交付税　21.6％　　　
８１億９,８５１万円

繰入金　3.0％　　　　
１１億４,７７０万円

消防費　4.2％　　　　
１５億７,７３７万円

諸収入　3.0％　　　　
１１億２,７４７万円

国庫支出金　11.7％　　　
４４億３,２５２万円

県支出金　6.4％　　　　
２４億３,７１６万円

市債　6.2％　　　　　　
２３億６,３５０万円

その他　0.5％　　　　
２億１,８７７万円

自動車取得税交付金　0.2％
８,１００万円

地方譲与税　1.1％　　
４億１００万円

使用料・手数料　1.5％
５億６,２２９万円

地方消費税交付金　2.5％
９億５,７００万円

分担金・負担金　1.8％
６億６,８０４万円

その他　0.8％　　　　
３億１,３０２万円

議会費　0.9％　　　　
３億５,７７６万円

商工費　4.1％　　　　
１５億６,８８４万円

農林水産業費　2.1％　
７億８,６７６万円

一般会計の主な事業

▼ 一般会計３７９億５,０００万円の内訳 ▼
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▼防災対策の推進
○災害に強いまちづくり研究事業
　　　　　　　　　　　　　 350万円
○災害対応備品等整備事業
　　　　　　　　　　　　　 736万円
○防災通信システム構築事業
　　　　　　　　　　　　　 290万円
○東日本大震災被災地視察研修事業
　　　　　　　　　　　　 1,260万円

▼子育て環境の充実
○放課後児童健全育成事業
　　　　　　　　　　 １億1,609万円
○放課後子ども教室推進事業
　　　　　　　　　　　　 　353万円
○市立保育所等支援員配置事業
　　　　　　　　　　 １億7,516万円

▼郷土の先人の顕彰
○十河信二先生人物伝製作事業
　　　　　　　　　　　　 　515万円
○十河信二先生寄贈資料保存整備事業
　　　　　　　　　　　　　 127万円

▼防災教育の推進
○12歳教育推進事業　　　　 285万円
○フエ市防災教育支援事業
　　　　　　　　　　　　 1,068万円

▼学校教育の振興
○コミュニケーション教育推進事業
　　　　　　　　　　　　 　317万円
▼商工業の振興
○企業立地促進奨励金
　　　　　　　　　　 ３億5,938万円
○西条紺屋町商店街整備支援事業
　　　　　　　　　　 ３億1,280万円

▼農業の振興
○地域農業マスタープラン作成事業
　　　　　　　　　　　　　　89万円
○新規就農者確保事業
　　　　　　　　　　　　 1,050万円
▼スポーツの振興
○バレーボール
　Ⅴサマーリーグ開催事業
　　　　　　　　　　 　　　 66万円
○えひめ国体競技普及促進事業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 333万円 （休日夜間急患センターイメージ図）
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